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R6.12.2より現行の保険証発行が終了しマイナ保険確認が基本となる

全国的に普及が進んでおらず利用率が低かった

R5.10 マイナ利用率

丸太町病院 4％

音羽病院 4％

音羽記念病院 2％

音羽リハビリテーション病院 3％

東寺南病院 7％

問題点・背景



R5.10 目標

丸太町病院 4％ 15％

音羽病院 4％ 15％

音羽記念病院 2％ 15％

音羽リハビリテーション病院 3％ 15％

東寺南病院 7％ 20％

目標マイナ利用率



課題

マイナンバーカードを健康保険証として登録する



※当院を受診される患者さんへ

マイナンバーカードをお持ちの方は、
受診日毎、また、受診前に、
専用端末にてお手続きをお願い致します。

※専用端末は総合受付に設置

未交付や従来の健康保険証を利用希望される
場合は、その旨、受付迄お申し出ください。

※当院を受診される患者さんへ

マイナンバーカードをお持ちの方は、
受診日毎、また、受診前に、
専用端末にてお手続きをお願い致します。

※専用端末は総合受付に設置

未交付や従来の健康保険証を利用希望される
場合は、その旨、受付迄お申し出ください。



窓口対応が中心
他に方法は？

院内掲示

改善策

サイネージ案内

窓口での声かけ

ホームページ

案内用紙配布



改善策

マイナ受付機の移動

マイナカードのアンケート 保有・携帯所持数を把握し案内方法に活かす

再来機からの患者導線上に移動

毎週進捗管理 現状把握し、利用率の増加要因を共有

院内放送もしてみては？

＋

各病院独自の取り組みを共有し、改善点の共有も行った









R5.10 R6.4 R6.5 R6.6 R6.7

丸太町病院 4％ 5％ 11％ 16％ 20％

音羽病院 4％ 7％ 8％ 32％ 34％

音羽記念病院 2％ 8％ 14％ 23％ 28％

音羽リハビリテーション病院 3％ 4％ 4％ 13％ 14％

東寺南病院 7％ 14％ 16％ 26％ 32％

結果
取り組み開始



利用率が低い要因をチームで分析・各々改善策を立て実施
した結果、大きく利用率を増加させることが出来ている

保険点数算定基準より利用率30％を目指す
5HP管理課が同一課題に取り組み所管を超えた
連携を図っていきたい

考察・まとめ



期待するアウトカム

利用実績から一時金
４０万（最大）を支給

① 一時金制度の利用

・R6年５月～８月の月のマイナ保険証利用人数の増加量に応じ、一時金を支給

・２０２３年１０月から利用人数が一定数増えていること

・患者さんへのお声かけ・利用を求めるチラシの配布の徹底



期待するアウトカム

➁ 加算について

加算１→１１点 加算２→８点 加算３→６点

R６.１０～R６.１２ １５％ １０％ ５％

R７.１～R７.３ ３０％ ２０％ １０％

R７.４～ 未定 未定 未定○

・R６.１０月～マイナ保険証利用率等において、点数に見直し
・マイナ保険の利用について、十分な実績を有していることが施設基準

５病院で年間合計 約１,２００千円の増収見込み

※令和６年９月まで加算１は８点


